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 登嬉磁⑳謁w鶴らによって開拓された低体温法の分野は・其の后多くの駅究者に依って一
 暦の発展を見・従来の概念を遙かに越えた低い体温まで冷齢して長時欄の開心術が安全に行われ
 る様になったが,心室細動難生の問題が依然として大きな障碍となっている。低温になるにつれ
 てこの鞭強発生の頻度が高まるがF体温が低ければ低い程Massa呂e-eOu皿te業S血Ookに
 よる除織渤も頻園行わなければ効果がみられず,その結果心筋灘碍を惹起する鱗は開らかである。
 低醗にともなう斯』る緬動の発生懸函については多々論議の磨る所であるが車16℃繭盾で多くは
 心塗躍動・心移丘に移行するのが常であるにも拘らず心筋には10℃以下まで尚収縮能力のある
 事実,諭よび心室細動の蔀に多くは甚しい徐賑・心室性期外双編・房室ブにツク等を起して来る
 事より愁起して,高度の振舞不全による鷹効冠血流量の藏少が心室獺動発生の一襲鹸となってい
 るのではな添かと考えられ,その嫌な場合,電気的に直接心室に鋼戟を与える畢により著効な心
 糠…iを起させることが患来れば,心・室漁勤なしに動物をよ圭)低温まで冷齢する墨が可書髭となり・
 更に,冷邸と置1様心蘇生后の痴愚過程にもこれを1憲用することによってM寂$εage時間の短纒i
 をはかれるのではないかと考え,先人の{多くの樂綴を参考とし二・三の実験の后に低温時にも充
 分髄穏可能の性能をもつ心鱒電気調律装盤を作成し,先ず対照として正常体温下の動物で電気剥
 戴(ζ)効果を灘竈検討し次レ、でこれを基礎に本実験に於いて低体温の効果を灘竈検討し興味ある多
 くの無実を知る箏が出来た。実験動物に健康成熟雑犬149頭を篤い・闘糊して'ぴ筋に電極を縫
 合國達した盾旗水浸澱法により冷劫を行った。体温は自腔温}鍛圧は水銀鍛圧計にて漁竃レ章鋼
 載数,血圧,心嬉出量(色素稀療法による),心収縮の閾値等の変動を追求し,髄条件を定め
 こ轟に従って電気刺戟を行い超鱈体温までの冷部,超低体温よ郵の加温への応爾に就いて検討し
 た。窪)常儘ン低温いずれの場合にも心筋に1収縮籠ゴコがない時には電気調律は無効である。こ
 れは,心筋のある一,点に興奮発生の揚を作多感すのが電気調律である事を考えると閉らかである。
 2)血圧を指標として考えた場合最高の収縮期匠を示す至適瀬戟数がある。それは右心室上部荊
 軟では25～博ブむ唆でいずれの温慶に於ても,目熱心掬数を20園萌后(1嘆“～5鞍遭%
 平均経験ア%)上鯉るものであ勢車そ'れ以下でも,それ以上でも勘果は少い。5)電気潤戟
 による心収縮の勲罐は,調戯覇間5働seo以上に於て低く・体温下i勲窺つれて次第に上昇する
 部籠による醜イ直の相異は'さ難.ヒ那中隔轡寸近がもっとも低く豊'戯,特に面'さ室壁の最側端がも.
 つと奄高く,心収縮を制禦しにくい。心室上部中隔陽近では心室の左右差はないが車冠動脈の走
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 繋1行から考えて右心室側御敵に適すると灘える。4)心房庫幟に駒庶母は軽劇二昇し・心縛
 軸灘耀で且鰯,軽麗耀では58疑獅織厳くらべ娯し鱒,右心室螂轍
 銃によっては常猛,軽震:低体温いずれに於ても剣玉は下降し,心樽出量は20～55嘱減少した。
 尊しかいア℃繭后になって趣慶の徐脈噛しい下整脈魂謹餐闘夘鵬の頻発傍室ブ買ツク
 シ等の起って来た時には上昇し4ス8%の増加となる05)罪刺戟例では・低偉温になるに従レ・
 1心電図上P一穂.QR$,Q-1～の餐時間が次第に延長するが,都心周機中に占める傷一宝時間
 、気は25℃位まではほダー定で69部趨費で勤うが以后次第解減少下降する。至適刺戟数による右
 渉翻郷融哩/贈賄髄の下灘つ振離す礪醜示すが旬燦於て練縞9
 1吻極測.た。雌と鮎嚇間磯醜薩度邸渥下で鰍慰強圧の秘し旭ので
 は,免一望時間は非刺戟時にくらべて延長したが孝趨優鯵潟になって鵜戟によう血圧が.ヒ昇した
 1ものでは全鯉一嚇㈱繍して眺6)鋤を冷蜘暢合,㈱下灘つで臨
 1驚力卿し,甚し嚇,纏翻撒灘嚇繊,遂臨鰹緬.欝血噛す
 1るが,この心鞭縮可能の限鋒温度につ栖ては,炭酸ガス吸入塗溺恥ての蕩ew粕らのマ9鷺以下と
 1椿う報告もあるが事一般には壬5～噌7℃に限界が夢かれる。この様な低温の際の活動不全,鉄筆
 1停⑳萌して繍轍はド撚娩灘にし㈱数を物させる鵡融濾は減妙
繋
 る(B6r豆G)㌦噸電位の変化で再分極が強硬か軸為に電気華徽1撫効である(A恥
 彰瞬蹴顎鄭 脳艶とされ魚た加鞘喋験で開戦観.鋤膿択する歌書
 1つて旬℃灘確難灘で諏縮雛擬せる事趨琳・、この騨粥雌碑圧髄昇
 /し,吏に醗心癖灌観ても爾心腹縮雛撫せうる鶉,超低体麟の繍調働瞭効であ
 妻畜事を物語る。一方,超低体温よりの加温に際じては電気調律単独縫胴によっても,ノルァドレ導
 !lナリソ・ネオシネフリン讐の薬剤を併用しても心室醐鋤発生を防ぐ事が餌来なかったが,第編鐸一ぎ
 暴8agG-oo麟樋rSho磁による除細動后の心に対しては電気調律が膚勧で,ガぢ℃勧農の
 1噸灘爲虹砒継せ・赦縮の灘繭磯分でも延長帥醐e磯間鵜さ
 1せ碑がで翫・
 茎以鍵べ繍く離辮は,翫耀蹴醐で冷蝦界響継輔車細来,加魏歓
 婁もM&8sageを併期すれば一冠血流を保つ～充分有効である事が寓証穿れた。従って,藝
 縛気聯装露に醐嫌冠灘ポガを使胤て沁の籾脚ゆ一瞬間側弱以下)に
貯欄    騨
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 審査結果の要旨
 動物で超低体温にすると心室細動がお鳴るが・心筋は10℃以下婆セ収縮能力あることから・
 電気的に直接心室に刺戟を与えることによって心収縮を起させるならば」細動なしに経過させ,
 茄温.でもマッサージの時間の短縮が醗能となると考え,心搏電気調律装置を作成して爽験を行っ
 た。149頭の犬で心筋に電極を固難して案験した。その結果は心筋に収縮能力がない時は電気
 調律は無効であるζと}叉自然心簿数を20回前後上廻る刺戟が右心室上部刺戟で鉱至適刺戟数
 であること。其他内容要旨にある如く低温下で種々の剣牛を坦月らか{てし}電気調律は超低・姫鑑時
 に有効で冷却限界を下降させる事が出来ナ,加温過程でもマッサージを併用すれ慶充分有効である
 ことを実証した。
 電気調律装置に同調させた冠畿流ポンヅを使用して,心臓の拡艦期に送血を行えば纏勤,マ
 ッサージ表しの加温が可能であると携論して居る。
 この事は超低・鵜の研:究及'こ瀕鐵外科に大匙く貢献したものである。
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